
１　現状と課題

２　事業目的

３　予算のポイント・主な取組（当初予算又は補正予算時の実施予定）

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　―：数値なし）

５　事業コスト （単位：千円、人）
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はたらく女性応援プロジェクト事業

参加女性の就職者数
人

ジョブカフェ信州における若年者に対する就業支援の成果を測る

ため、前年度の実績に基づき設定した。

学生に対する県の支援施策の効果を図るため、長野県総合５

か年計画の関連目標に基づき設定した。

未達成

未達成

子育て期等の女性に対する就業支援の成果を測るため、前年

度までの実績及び事業者ヒアリングに基づき設定した。
達成

R4年度

①
ジョブカフェ信州利用者の就職者

数
626

33.8

人

％県内出身学生のUターン就職率②

278

0 322,312

1,060

129,592

・キャリアコンサルティングの手法を活用した就職支援サービスの提供

・首都圏の学生等を対象とした就職相談窓口を運営

②NAGANOで働く魅力の発信

・県内企業のインターンシップ情報等を聞くことができるインターンシップフェアやオンライン企業説明会等、Uターン就活に役立つイベントを

現場とオンライン双方で開催

・県内企業のインターンシップに参加する学生に対して、交通費・宿泊費を補助

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）との対応関係

重点目標

総合的に展開

する重点政策

③社会増減 ⑥就業率

2-6 郷学郷就の産業人材育成・確保 5-2 女性が輝く社会づくり

事業番号 07 07 02 事業改善シート（令和４年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

・ウィズコロナ時代に対応した学生のUターン就職支援施策を実施した結果、Uターン就職率は38.4％（R3.3月卒）と前年比4.6％

増となったものの、目標である45％には届かない状況。

・新型コロナウイルス感染症等の影響による失業者のマッチング支援により、失業者の就業にはつながっているが、基礎的な技能の不足

により就業が決まらない方が一定程度存在。

労働力人口が減少する社会において、若者、女性、障がい者、高齢者、外国人等の就業支援により、県内の就業者数を維持し、産

業を担う人材の確保を図る。

①ジョブカフェ信州における支援

単位
R2年度 R3年度

決算額区分

No. 指標名

E-mail
事　業　名 雇用促進のための対策事業費

部局 産業労働部 課・室 労働雇用課

実施期間 H10 ～ rodokoyo@pref.nagano.lg.jp

実績 実績 推移

R4年度

目標値

達成

状況
設定理由

R4年度

実績 推移

③失業者や就職困難者等に対する支援

・失業者と人手不足企業とのマッチングや、職業訓練の提案等を行う事務局「Jobサポ」を運営し、失業者一人ひとりに寄り添った支援

を実施

451,904

職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等

合計

（予算現額） うち一般財源

165,573 409,114 12.6

予算額

406,138 14.6

R2年度 0 261,085 111,180 372,265 107,953 325,939 16.6

R3年度 0 947,622 △ 489,191 458,431 119,267



６　主な取組実績と成果

７　成果指標の達成状況に関する要因分析

８　今後の事業の方向性

①ジョブカフェ信州における支援

事　業　名 雇用促進のための対策事業費

事業番号 07 07 02 事業改善シート（令和４年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

　若年者の職業的な自立を促し、安定した雇用に結びつけるため、学生を含め40歳代前半までの方を対象にキャリアコンサルティング、

セミナーの開催等、各就職支援サービスを提供。（R４年度　利用者数：12,322人　就職者数：1,056人）

　若者人材の県内就職の促進のため、学生の就職活動相談窓口を銀座ＮＡＧＡＮＯに設置し、キャリアコンサルタントの資格を有す

る相談員が相談業務を実施。（Ｒ４　利用者数：562人）また、応募書類添削、面接指導、職業適性検査等を通し、ビジネスマ

ナーや履歴書の書き方、面接対策等の基礎的な技能の習得を希望する若者を支援。

②NAGANOで働く魅力の発信

○長野県インターンシップ・業界研究フェア

県内企業と学生の出会いの場を就活の早期の段階から提供するため、オンラインと東京、長野で長野県インターンシップ・業界研究フェ

アを開催し、多くの学生に参加いただくことができた。

（オンライン（6月）延べ視聴者数：1,235名、東京（7月）参加者数：69名、長野（12月）参加者数：100名）

○ＮＡＧＡＮＯインターンシップ補助金

県内外の学生が県内企業でのインターンシップに参加する場合に、実際にかかった経費（交通費、宿泊費）について助成を行い、県

内企業のインターンシップ参加に結び付けることが出来た。（交付件数：200件、受入企業：74社）

③失業者や就職困難者等に対する支援

○長野県就業支援デスク緊急就業サポート事業『Ｊｏｂサポ』

キャリアコンサルティングや県内企業の求人開拓等により、新型コロナウイルスの影響による失業者と人材が不足している事業者等とを

マッチングする事務局『Ｊｏｂサポ』事業を実施するとともに、ビジネスマナーや履歴書の書き方など基礎的な技能の習得を希望する相

談者に対しては、事務局において実務指導をするなど、多くの就職困難者の就業支援を行った。

（申込者数：1,019名、就業決定数：381名、求人開拓数：693件）

○はたらく女性応援プロジェクト

女性就業支援員を配置し、市町村子育て支援センター等での就業支援や子育て期女性向けの再就職セミナー、合同企業説明会、

短期インターンシップの開催により、多くの女性を就業に結び付けることが出来た。（相談者数：1,402名　セミナー参加者数：304

名、合同企業説明会参加者数：427名、インターンシップ参加者数：20名）

ジョブカフェ信州利用者の就職者数 R3年度推移 ↗ R4年度推移

求人倍率の高水準を受け、新規登録者数に対する就職実績については高い水準となった（R4:81.7%、R3:63.9%）ものの、雇

用情勢の改善により利用者・来所者が減少したことから目標未達成となった。

指標① 未達成達成状況↘

新型コロナウイルス等の影響によりセミナー等の開催に制限を受けたものの、女性就業支援員の確実な伴走支援により、目標を達成し

た。

↘ 達成状況 未達成

新型コロナウイルス等の影響によりＵターン就職率は回復したものの、人手不足に伴う首都圏企業の求人増加や、ウィズコロナの状況と

なる中で首都圏就職への回帰も起こり始めていることから、Ｕターン就職者数が想定よりも増えなかったことにより未達成となった。

指標③ はたらく女性応援プロジェクト事業参加女性の就職者数 R3年度推移 ↘ R4年度推移 ↗

指標② 県内出身学生のUターン就職率 R3年度推移 ↗ R4年度推移

達成状況

産業労働部部局 課・室 労働雇用課

(1) 令和４年度の取組実績、成果指標の分析及び県民の意見等を踏まえた課題

(2) 翌年度以降の事業改善の方策

・ジョブカフェ信州利用者の就職者数について、県内の雇用情勢が改善されていることから、就職に困難を抱える若者は相対的に減少し

ているものと推察されるが、物価上昇等が雇用に与える影響を注視しながら、継続的な支援を実施していく必要がある。

・県内出身学生のUターン就職率の向上に向けて、県内出身学生が就職活動を開始するに当たり、県内企業をより多く知ってもらう必

要がある。

・はたらく女性応援プロジェクト事業参加女性の就職者数について、目標は達成したが、引き続き就職に困難を抱える者の就労支援を

継続する必要がある。

・コロナ禍以前の社会経済活動に戻ることが予想されるため、オンラインのみならず対面のセミナーの再開や出張相談を増やすなど、ジョ

ブカフェ信州利用者の就職者数向上に向けて取り組む。

・新規学卒者に対し、早い段階から県内企業の紹介や就活支援情報の提供など、情報発信を行っていく。

・女性に限定せず、障がい者やひとり親家庭など就職に困難を抱える者全般に対し、就労に関する悩みに寄り添った伴走型の支援を実

施する。

達成



6 副業・兼業人材活用事業

委託 ・県内企業の人手不足解消や多様な働き方を実現するため、副業・兼業人材活用

セミナーを２回開催

セミナー参加者数：41人

事　業　名 雇用促進のための対策事業費

相談延べ件数：5,086件　就職件数：54件　障がい者雇用フォーラム参加者：200人

9 障がい者職場実習支援事業費

直接

4

8
就職困難者のための就職サポート事

業費

直接
・地域振興局（５局）に求人開拓員を配置し、障がい者、子育て期の女性、ひと

り親家庭の父母等、中国帰国者、ひきこもり状態にある者等の就業を求人開拓、

職業紹介、就職後の定着まで一貫して支援

・職業紹介システムの保守業務委託

・障がい者雇用優良事業所等知事表彰事業を障がい者雇用フォーラムとして実施
委託

1

細事業

No.
細事業名

雇用促進のための対策事業費

No.

1

409,114

千円千円千円

R4年度

決算額

R3年度

決算額

R2年度

決算額

ライフスタイルPRを通じた信州回帰推

進事業

委託 ・長野県移住総合Webメディア「SuuHaa（スーハー）」を中心に長野県で「暮ら

す」「働く」「つながる」といったライフ・ワークスタイルに関するウェブ用記事コンテンツ制

作及び関連情報の発信を行う

年間セッション数（アクセス数）：193,537セッション

5
奨学金返還支援制度導入企業サ

ポート事業

委託 ・従業員への奨学金返還支援制度を設ける県内企業に対し、負担額の一部を助

成（R4年度は周知・広報のみ。助成開始はR5年度から。）

7 はたらく女性応援プロジェクト事業費

令和４年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

325,939

細事業を構成する主な取組

ジョブカフェ信州運営事業費

2 NAGANOで働く魅力発信事業費

事業番号 07 07 02 細事業一覧（令和４年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

産業労働部 課・室 労働雇用課部局

直接
・県内企業へのインターンシップに参加する学生の交通費等を補助（NAGANOイン

ターンシップ補助金）

・オンラインと会場でインターンシップフェアを開催

・シューカツＮＡＧＡＮＯ応援隊と学生との交流会を開催

・オンライン企業説明会を開催
委託

補助金 NAGANOインターンシップ補助金交付件数：200件、インターンシップフェア参加者：延べ1,404名

3
社会人を対象としたUIJターン促進事

業費

委託 ・東京で首都圏在住社会人に対し、県内企業の求人情報等を提供し、長野県内

企業等への転職を検討してもらうための説明会等を開催

406,138

・特別支援学校等の生徒を職場実習で受け入れた事業所へ助成

年度内：実習生徒数　2名、実習期間　延べ　17日間

説明会参加企業　72社

首都圏在住社会人向け転職説明会参加者数：210名（夏72名、冬138名）

委託

相談者数1,402名　参加者数：セミナー304名、合同企業説明会427名、インターンシップ20名

実施方法

直接

委託

・キャリアコンサルティング、セミナーの実施

・ミニジョブカフェ、出前講座等出張サービスの実施

・若年者就労実体験（ジョブチャレ）の実施

・移住・交流センター（銀座ＮＡＧＡＮＯ）内において、学生等を対象とした就職

活動相談窓口を設置・運営

利用者数（松本・長野）：12,322人　利用者数（銀座）：562人

・子育て中の女性等に対する就業相談、セミナー、インターンシップ等による再就職

支援

・県内企業の従業員を対象とした就業継続支援



11 障がい者雇用促進事業

委託
・「障害者雇用支援月間」に合わせてWeb広告等を実施

・障がい者雇用に関する情報を一元的に発信するポータルサイトを構築

・障がい者の安定した就労を確保するため、中小企業に対して障がい者雇用に係る

支援制度を周知

「ながの障がい者雇用ポータル」の開設、Googleリスティング広告実施（２週間）

15 外国人の就業促進事業費

直接 ・外国人材受入れ企業向けの相談窓口の運営

・企業向けセミナーを開催、留学生向けの在留資格に関する指導等を実施

・外国人留学生の県内就職支援委託

負担金 外国人材受入企業サポートセンター利用企業数　延べ324社、留ＪＯＢ信州負担金　5,000千円

10 障がい者雇用支援事業費

委託
・企業向けに、障がい者雇用セミナー、企業見学会の開催及び障がい者雇用のため

の個別相談支援を実施

・障がい者を雇用をしていない企業が、新たに障がい者を雇用した場合に助成金を

交付
補助金

事業参加企業における新規雇用障がい者数　42名　新規障がい者雇用企業　30社

12 シルバー人材センター支援事業費

補助金 ・高年齢者の多様な就業機会を確保するため、長野県シルバー人材センター連合

会が実施する各種事業や会員の獲得を支援

補助金支給額　6,638千円

14 プロ人材就業補助金交付事業費

直接

13 シニア就業支援事業

直接
・職に就いていない高年齢者の掘起し及び関係機関との連携による就業促進

生きがい就労講演会１回、アンケート２回

16

・県内企業等が、県外から専門的な能力や経験を有する人材を、プロ人材戦略拠

点及び民間人材ビジネス事業者の仲介により受け入れた場合に、給与費の一部を

助成

17

ＵＩＪターン就業・創業移住支援事

業費

コロナ対策緊急就業支援デスク強化

事業

委託

補助金

委託

・東京圏、愛知県及び大阪府から県内へ移住した者が、創業した場合又は県内の

企業等へ就業し、一定の条件を満たした場合、移住に要する経費を助成

補助金交付件数（移住世帯数）222 件（222世帯）

・人材紹介会社と連携し、新型コロナウイルス感染症の影響による失業者と、人手

不足分野とのマッチングや職業訓練の提案など、失業者一人ひとりに寄り添った就労

支援の実施

申込者数：1,019名、就業決定数：381名、求人開拓数：693件

補助金

補助金交付実績　22件　6,295千円


